
行政改革の取り組みについて 2お知らせします

第33回 関の鯛つりおどり大会 5

8月は「差別をなくす運動月間」です 8

大分市誕生100年記念モニュメント
「100年の樹」

　市制が始まった1911年から2011年まで100年間の人
口推移がモチーフ。人口の数値を半径に置き換えたリ
ングが100年分積み重なっており、高さは10mです。
　市の成長を表すその姿は、樹木やトロフィー、湧き
上がるエネルギーなどをイメージさせます。
※ライトアップは、日没から明け方までです。
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※１ 行政評価 …………………… 行政が行う施策や事務事業などを客観的に評価・検証し、改善を図っていこうとするもの
※２ 指定管理者制度 ……………  市が管理する公の施設について、民間事業者を含めた団体などがその管理を行い、市民サービ

スの向上と行政コストの縮減などを図ろうとする制度
※３ アセットマネジメント ……  資産（アセット）を効率よく運用（マネジメント）するという意味で、施設の整備や維持管理を計

画的に行うことで延命化や保有総量の無駄をなくす考え方
※４ プライマリーバランス ……  市債の借入れによる借金を除いた歳入と、過去の借金の元利払いである公債費を除いた歳出を

比較した基礎的財政収支

「市民福祉の増進」を目指して
～行政サービスの更なる向上と持続可能な行財政基盤の確立～

行政改革推進プラン2013（25年度～29年度）計画

推進項目の主な取り組み計画 《150推進プログラム》

※24年度決算と比較した場合の25年度から29年度までの改善目標額（累計）

基本方針

５年間の改善目標額 170億円

職員１人当たりの市民の数 150人（30年4月1日現在）

1.市民サービスの向上（25推進プログラム）
●計画行政の推進
　市民満足度調査の活用、各種個別計画の推進
●窓口サービスの向上
　窓口サービス提供時間の延長、相談窓口業務の拡

充　など
●情報化によるサービスの向上
　統合型 GIS（地図情報システム）の活用、電子申請・

届出の拡充　など
●サービス向上に向けた環境づくり
　各種情報の周知方法の改善、窓口に関する市民意見の

聴取　など
●公共施設のサービスの向上
　支所・出張所機能の充実、公共サービス利用場所等の

拡大（ホルトホール大分）　など

７月20日にオープンしたホルトホール大分

2.市民協働によるまちづくりの推進
　（45推進プログラム）
●市民との情報の共有化
　まちづくり出張教室の開催、個人情報保護制度の充

実　など

●市民協働によるまちづくり
　地域での担い手となる人材の拡充、市域内分権の推

進、自治会活動の支援、災害時要援護者支援体制の構
築　など

●市民のまちづくりへの参画
　大分市まちづくり自治基本条例の推進、おでかけ市長

室の開催　など

おでかけ市長室

3.持続可能な行財政基盤の確立
　（80推進プログラム）
●業務の効率化等の推進
　行政評価制度の活用、業務執行方式の見直し、アセッ

トマネジメント（※３）の導入　など
●組織機構の見直し
　グループ制の活用、プロジェクトチーム等の活用　など
●人事・給与等の見直し
　職員の適正配置、人材育成基本方針の推進、総人件費

の抑制　など
●健全な財政運営の推進
　適正なプライマリーバランス（※４）の確保、分権型予

算制度の活用、公有財産の有効活用　など

お問い合わせ　行政改革推進室　☎537-5718

用
語
解
説

数値目標

職員数の適正管理
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５年間の改善効果額 341億円（目標額175億円）

職員１人当たりの市民の数 145.1人（目標138人）

20年４月１日現在 23年４月１日現在 25年４月１日現在
職員１人当たりの市民の数 126.9 人 139.0 人 145.1 人

市 の 人 口 466,886 人 471,752 人 474,050 人
職　員　数 3,678 人 3,395 人 3,266 人

行政改革の取り組みについてお知らせします

1.市民サービスの向上
・本庁舎１階市民課において国保・後期高齢者医療、国民年

金の届け出、税証明書発行などを行う総合窓口サービス
の実施

・市民課など窓口開設時間を午後６時まで延長
・住民票などの証明書自動交付機の設置
・フロアマネジャーを活用した窓口サービスの充実
・コンビニエンスストアでの市税納付の開始
・佐賀関・大南・大在・坂ノ市市民センターの開設
・大分市小児夜間急患センターのオープン　など

2.市民協働によるまちづくりの推進
・大分市まちづくり自治基本条例の制定 
・あなたが支える市民活動応援事業、地域まちづくり活性

化事業などの実施
・自主防災組織の結成および防災指導者の養成

・健康推進員や運動指導員による健康づくりの推進
・おでかけ市長室を104回実施　など

3.効率的な行政システムの確立
・行政評価制度の活用
・市内中心部特定地域のごみ収集運搬業務、共同調理場の

学校給食調理業務などの民間委託 
・養護老人ホーム清心園の民間移譲 
・大分高等専修学校の廃止
・市営陸上競技場など４施設に指定管理者制度（※２）を

導入
・軽四公用車の減車
・特別職および職員の給料の減額措置
・時間外勤務の縮減
・住民参加型市場公募地方債「みんなでまちづくりホルト

ホール大分債」の発行　など

行政改革推進プラン（20年度～24年度）実績
数値目標の達成状況

推進項目の主な取り組み実績 《133推進プログラム》

　市では、限られた財源のもと効率的な行政システムを確立し、市民福
祉の向上を図るため、20年度から24年度までを計画期間とする「行政改
革推進プラン」に基づき、行政改革を積極的に取り組んできました。
　今後も厳しい財政状況が見込まれる中、質の高い行政サービスを
提供していくため、新たに25年度から29年度までを計画期間とする
「行政改革推進プラン2013」を策定し、引き続き行政改革を着実に取
り組んでいきます。

項　　目 主な取り組み内容 20～24年度
の目標額

20～24年度
の実績額

行政事務の効率化、事務
事業の整理・合理化 行政評価（※１）制度の活用など   30億円 77億円

業務執行方式の見直し 業務の民間委託や統廃合など   33億4,000万円 71億円
公共工事などの見直し 公共工事の計画・設計方法の見直しなど   24億5,000万円 26億円
給与の適正化など 給与の減額改定、時間外勤務の縮減など   14億1,000万円 65億円
地方債の効率的活用 借入利率の高い地方債の繰上償還など   16億3,000万円 23億円
その他の見直し 市有地の売却・貸付、使用料・手数料の見直しなど   56億7,000万円 79億円

合　　計 175億円 341億円

（主な内訳）
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場所

場所

賞金、賞状、参加賞あり

「関の鯛つりおどり大会」の申込みはNPO法人さが
のせきまちづくり協議会に備え付けの応募用紙に、
「おし初め大会」の申込みは県漁協佐賀関支店に備え
付けの応募用紙に必要事項を記入し、直接または郵送
で、8月20日㈫〈必着〉までにNPO法人さがのせきま
ちづくり協議会「関の鯛つりおどり大会実行委員会」
（〒879-2201　大字佐賀関966番地の5）へ。
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無料駐車場
※佐賀関市民センターの駐車場が利用
できます。現場の係員の指示に従っ
て利用してください。

お問い合わせ　関の鯛つりおどり大会実行委員会　☎575-2000

９月14日㈯

第33回

午後１時「おし初め大会」

午後 7 時
「関の鯛つりおどり大会」

●関の鯛つりおどり大会

●おし初め大会

［1 部］懸賞踊りの部 1チーム 5 人以上
［2 部］一般の部 1 人から自由に参加可

男子の部／ 1チーム 4 人　女子の部／ 1チーム 2 人

佐賀関漁港内

佐賀関市民センター　ふれあい広場

  参加者募集

  申込み
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　　　　 47万人大分市民スポーツの祭典

　市では、スポーツに親しみながら心身の健康づくり
や体力増進のきっかけづくりと世代を超えた交流を深
めるため、大分市スポーツフェスタを開催します。
　本格的な試合から、初心者の人でも楽しめる体験教
室や交流大会まで、イベントが盛りだくさん。
　スポーツの秋。気持ちよく体を動かしてみませんか。

スポーツ大
分
市

市では
フェスタ

お問い合わせ　スポーツ・健康教育課　☎537-5979

　スポーツフェスタ各競技別スケジュール
月　日 大　会　名 場　所 内　容 参　加　料

９月14日㈯ ペア グラウンド・ゴルフ大会 七瀬川自然公園芝生広場 2人1組でのグラウンド・ゴルフ 250円/人、500円/ペア

９月22日㈰
カヌー・モリセイロボート体験会 ハウス大分川前 ブイまわり競走、体験コーナー 無料

セーリング競技大会 ハウス大分川前 ヨット・ウインドサーフィン
パドルサーフィンのブイまわり競走 無料

10月  5日㈯ ゲートボール大会 七瀬川自然公園グラウンド パート別大会 500円/チーム
10月  6日㈰ スポーツ吹き矢体験会 稙田公民館 吹き矢の体験 無料

10月13日㈰

バドミントン大会 南大分体育館 親子・年齢別のダブルスによる交流大会 1,000円/組

第４回リバスタフェスタ 市営陸上競技場、舞鶴野
球場、舞鶴テニスコート

ヨガや玉入れなどのスポーツ体験、
成迫健児陸上教室 無料

クレー射撃大会 大分射撃場（豊後大野市） ジャパンルールクレー射撃、
シューティングシミュレータ―体験

クレー射撃は2,000円/人、シュー
ティングシミュレーター体験は無料

ライフル射撃大会 庄内総合運動公園屋内射
撃場（由布市）

ISSFルールによる試合形式、
ビームライフル体験

試合形式は一般500円/人、高校生100
円/人、ビームライフル体験は無料

ボウリング大会 OBSボウル デモンストレーションとハンデ制の大会 100円/人

10月14日㈪

第24回大分市民テニス
フェスティバル 市営駄ノ原テニスコート 初心者向けテニス教室とお楽しみ

ゲーム、交流大会 無料

弓道体験会 大洲弓道場 試合および経験者の演武、初心者
向け体験会 無料

アーチェリー大会 大洲アーチェリー場 年代別大会と初心者体験コーナー 一般1,500円/人、中・高校生1,000
円/人、初心者体験無料

10月20日㈰ ダンススポーツフェスタ 南大分体育館 講習会と交流パーティー、年齢別競技会 無料
10月27日㈰ 綱引大会 南大分体育館 一般・ファミリー・高校生の部、初心者教室 無料

11月16日㈯ 卓球大会 コンパルホール体育室 男女・クラス別個人戦 小学生200円、高校生300円、
大学生400円、一般500円

11月17日㈰

太極拳大会 コンパルホール文化ホール 交流大会、構成太極拳、みんなで
楽しむ太極拳 2,000円/人

夢ボール大会 下郡小学校体育館 チーム対抗（一般の部、スーパー
クラスの部） 1,000円/チーム

ハンドボール大会 王子中学校体育館 交流大会と小学生向けの教室 無料

11月24日㈰ サイクル・エンデューロ大会
（自転車競技） 大分スポーツ公園内特設コース サイクル・エンデューロと自転車

教室
サイクル・エンデューロは有
料、自転車教室は無料

※内容は変更することがあります。

各競技の申込方法や詳しい情報は、8月１日㈭から市ホームページまたはスポーツ・健康教育課（第2庁舎4階）、市営陸上競技
場、南大分体育館、日吉原体育館、各支所、明野出張所でご覧いただけます。
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お問い合わせ　長寿福祉課　☎537-5746

高齢者ファミリー・サポート・
センターの会員
　高齢者やその家族が、安心して暮
らせるように、簡単な家事・買い物・
付き添いなどを支援します。
　援助を受けたい人（依頼会員）が
1時間当たりの料金（600円～ 700円）
を、援助を行いたい人（援助会員）
に支払って、会員同士で援助し合う
システムです。

募集中

高齢者ファミリー・サポート・センター
☎538-3180

ひとりで悩まずにご相談ください

保育士が家庭を訪問します
対 象

訪 問 日 時

訪 問 者

訪問支援内容

申 込 み

市内に居住する未就学の子どもを持つ親
•子どもの成長に不安を感じている家庭
•育児疲れなど、ストレスを感じている家庭
•転入したばかりで、近所に相談相手がいない家庭
 など
月曜日～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後４時

公立保育所の所長・主任保育士　など

•育児に関する不安や悩みの相談、助言
•子育て支援に関する情報提供および制度の紹介
•子どもとの関わり方や遊び方　など

※利用料は、無料です。

地域子育て支援センターをご利用ください
地域子育て支援センターでは、子育てに関する電話相談や面接相
談なども行っています。気軽にご相談ください。
休 所 日  第２・第４月曜日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）、年末

年始（12月28日～26年１月３日）
開所時間 午前９時～午後５時
※ 地域子育てセンターは下郡保育所・新春日町保育所からホルト

ホール大分２階（子育て交流センター内）に移転しました。

　地域のサロンに参加したい、地域でサロンを立ち上げた
いという人は、市社会福祉協議会（☎547-7418）へ連絡し
てください。
　登録したふれあいサロンには、活動交付金や傷害補償
保険などで活動をサポートします。

　市では、子育てへの不安や孤立感などを解消するため、保育
士が子育てに不安や悩みを抱える家庭を訪問し、育児相談や
子育てサービスの情報提供などを行っています。
　ひとりで抱えてしまいがちな子育ての不安や悩み。保育士
と一緒に子育てを楽しむ方法を探してみませんか。気軽にご
相談ください。

「地域ふれあいサロン」で仲間づくり、
健康づくりに参加してみませんか

地域ふれあいサロンとは
　高齢者が、住み慣れた地域でいきいきと元気に暮ら
すための生きがいづくりや仲間づくりの場として、地域
のボランティアの協力により運営されています。
　身近な場所で気軽に参加し、体操したり、歌を歌っ
たりすることで、閉じこもりを防ぎ、孤独感や不安感を
解消するとともに、介護予防に努めることを目的として
います。

●受付日時　　　　　　 ●援助内容　　　　　　
食事の準備や後片付け、部屋
の掃除、洗濯、通院や買い物
の付き添い、話し相手など
援助会員（援助を行いたい人）

要件
市内居住の20歳以上で、８時間

（２日）程度の講習を受けられ
る人
必要なもの

●印鑑　●顔写真２枚

講　　習
９月６日㈮
午前９時30分～
午後３時

救命講習 ９月９日㈪
午前９時～正午

※顔写真は、縦2.7㎝×横2.4㎝

会員、講習会の
申込み・

お問い合わせ

春日校区公民館で活動している「ふれあいサロンあじさい会」

電話で、地域子育て支援センターへ。

月～金曜日（祝日、年末年始
を除く）
午前９時～午後４時
依頼会員（援助を受けたい人）

要件
市内居住で、支払いなどの判断
能力のある65歳以上の高齢者
またはその三親等以内の家族
必要なもの

●印鑑　●顔写真　◆申請者
が三親等以内の家族の場合…
家族の写真２枚と援助を受けた
い高齢者の写真１枚
◆申請者が高齢者本人の場合
…高齢者本人の写真２枚

 お問い合わせ
地域子育て支援センター　☎576-8245
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お問い合わせ　南大分体育館　☎546-7010

お問い合わせ　生涯学習課　☎537-7039

堀尾 正明氏(フリーキャスター、日本体育大学客員教授)
〔プロフィール〕
1981年４月にＮＨＫ入局。「難問解決！ご近所の底力」司会のほか、エグゼクティブアナウンサーとして活躍。
2008年３月にＮＨＫを退職し、現在、日本体育大学客員教授を務める傍ら、全国各地で自治体の地域活性化や
自治会活性化に向けた講演を行っている。

初心者バドミントン教室・初心者卓球教室
正しいラケットの握り方や打ち方、ルールやマナーなどを学ぶ

準備品
日　時

場　所

受講料

対　象
申込み

定　員

ラケット、運動のできる服装、室内シューズ、タオル
10 月 10 日・17 日・24 日・31 日、11 月 7 日・
14 日 ( 木曜日・全 6 回 )　午後 7 時～ 9 時
南大分体育館アリーナ

各1,500円（ロッカー代20円、50円が別途必要)

市内に居住または勤務する人
(18歳以上で高校生を除く)

南大分体育館またはスポーツ・健康教育課（第2庁舎4階）に備え付け
の申込書(市ホームページでダウンロードも可)に必要事項を記入
し、直接または郵送、ファクスで、9月3日㈫〈必着〉までに南大分体育
館(〒870-0855　大字豊饒380番地　 546-7011)へ。各40人程度(多数時は抽せん)

　あいさつOITA+1運動をさらに広めるため、「あいさつOITA+1運動広め隊交流会」を開催します。

あいさつOITA+1運動広め隊交流会

～我らあいさつOITA+1運動広め隊～

日　時 場　所
定　員
対　象

８月11日㈰　午後１時30分～４時15分(午後１時　開場)
※ 午後０時30分からコンパルホール１階　文化ホールホワ

イエで入場整理券を配布します。〈先着順〉

コンパルホール１階　文化ホール
500人

「広め隊」の隊員および市民

基調講演

交流会

◆演題　 あなたが主役でまちが輝く ～あいさつと笑顔があふれるまちづくり～

入場
無料

◆テ　ー　マ  「あいさつから始まる地域ぐるみの子育て」
◆事例発表会 南大分地区、佐賀関地区
◆意見交換会 ・コーディネーター　堀尾 正明氏

 ・進行　山岸 治男氏(日本文理大学教授・大分大学名誉教授)

あいさつに一言たして心をつなごう

あいさつOITA+1運動
お お い た プラス ワン

　通学路などに、子どもたちや大人の明るいあいさつと笑顔が
広がっています。
　市が「市民協働のまちづくり」の一環として取り組んでいる

「あいさつOITA+1運動」。この運動は、家庭、学校、地域、職場で、
あいさつに一言をプラスして会話へと広げ、人と人との絆を深
めることで、住みよいまちを築くことを目指しています。
　また、この運動に取り組む団体を「あいさつOITA+1運動広
め隊」として登録し、PTAや自治会などの325団体(７月11日現
在)が通学路などであいさつ・声かけを行っています。
　普段のあいさつに、心を込めた一言を添えて「あいさつから
会話」へ広げてみませんか。
※ 「あいさつOITA+1運動広め隊」は、随時登録を受け付けてい

ます。詳しくは、生涯学習課へお問い合わせください。

受講生
募集

南大分スポーツパーク「さわやかスポーツ教室」
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お問い合わせ　人権・同和対策課
☎537-5618

知ってほしい
　　あなたにつづく
　　　　未来のために

同和問題について正しい情報を

　　正しく理解し、行動することで

　　　　差別のない明るい未来を

　　　　　　創っていきましょう
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期
間
中
の
主
な
行
事

大
分
市
は
、
「
大
分
市
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
及
び
人
権
の
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
や
「
大
分
市
人
権
教
育
・
啓
発
基
本
計
画
」
に
の
っ
と
り
、

部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
「
差
別
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
人
権
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

　
期
間
／
８
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

　
場
所
／
市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

●
人
権
を
考
え
る
講
演
会

　
日
時
／
８
月
１
日
㈭
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
場
所
／
旭
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
講
師
／
桂
　
こ
け
枝
氏
（
落
語
家
）

　
演
題
／「
こ
け
枝
の
ほ
の
ぼ
の
人
権
噺ば

な
し

」

●
お
お
い
た
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３ 

　
お
楽
し
み
映
画
上
映
会

　
日
時
／
８
月
３
日
㈯
　
１
回
目
　
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
回
目
　
正
午
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
回
目
　
午
後
２
時
〜

　
場
所
／
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
　
小
ホ
ー
ル

　
内
容
／「
メ
リ
ダ
と
お
そ
ろ
し
の
森
」

●
各
公
民
館
の
人
権
講
座
な
ど

・
南
大
分
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
２
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
正
午 

　
内
容
／
子
ど
も
人
権
教
室 

　
　
　
　「
わ
た
し
も
大
切
　
あ
な
た
も
大
切
」 

・
稙
田
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
３
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分 

　
内
容
／
人
権
講
演
会 

　
　
　
　
　「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
　
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」 

　・
大
分
中
央
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
４
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

　
内
容
／
ほ
の
ぼ
の
ア
ニ
メ
の
上
映
会 

　
　
　
　
「
こ
ぎ
つ
ね
の
お
く
り
も
の
」
、
「
み
ん
な
友
だ
ち
」
ほ
か 

・
情
報
学
習
セ
ン
タ
ー 

　
日
時
／
８
月
４
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時
40
分 

　
内
容
／
ハ
ー
ト
フ
ル
・
ア
ニ
メ
上
映
会 

　
　
　
　「
や
さ
し
い
オ
オ
カ
ミ
」

・
明
治
明
野
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
７
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座 

　
　
　
　「
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
」 

・
大
分
南
部
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
７
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
正
午 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座 

　
　
　
　 「
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
よ
り
よ
い
支
援
の
た
め
に
」 

・
大
在
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
８
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午 

　
内
容
／
人
権
教
育
講
演
会 

　
　
　
　「
自
閉
症
者
の
博
と
と
も
に
生
き
て
」

・
大
分
東
部
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
８
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座 

　
　
　
　「
子
ど
も
の
人
権
」

・
坂
ノ
市
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
16
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
正
午 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座 

　
　
　
　「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
子
育
て
よ
り
も
サ
ト
イ
モ
の
子
育
て
」 

・
大
南
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
17
日
㈯
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
内
容
／
人
権
講
演
会
　 

　
　
　
　「
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
」 

・
鶴
崎
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
17
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

　
内
容
／
人
権
講
演
会 

　
　
　
　
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト「
心
に
熱
と
光
を
求
め
て
」

・
野
津
原
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
17
日
㈯
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時 

　
内
容
／
人
権
教
育
講
演
会 

　
　
　
　
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト「
私
の
子
育
て
、
本
当
は
ど
う
か
な
」 

・
佐
賀
関
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
29
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
正
午 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座 

　
　
　
　「
お
も
い
は
だ
れ
に
も
見
え
な
い
け
れ
ど
」 

・
大
分
西
部
公
民
館 

　
日
時
／
８
月
31
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
正
午 

　
場
所
／
大
道
校
区
公
民
館 

　
内
容
／
暮
ら
し
の
中
の
人
権
講
座 

　
　
　
　「
願
わ
れ
る
　
人
の
世
の
ぬ
く
も
り
　
い
の
ち
の
輝
き
」
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サ
イ
レ
ン
に
あ
わ
せ
て
慰
霊
と

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す

◎ 

原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
黙
と
う

◆
日
時
　
８
月
６
日
㈫
　
午
前
８
時

15
分
、８
月
９
日
㈮
　
午
前
11
時
２
分

◎ 

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
黙
と
う

◆
日
時
　
８
月
15
日
㈭
　
正
午

問
　
総
務
課（
☎
５
３
７・５
６
０
２
）

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
の

あ
る
人
は
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
で
き
ま
す

　
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

り
、県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

の
認
定
を
受
け
た
人
は
、後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。ま

た
、75
歳
未
満
の
人
は
認
定
を
受
け

た
後
で
も
取
り
消
し
の
届
け
出
を
す

れ
ば
、被
保
険
者
と
な
ら
な
い
こ
と

も
で
き
ま
す
。

問
　
国
保
年
金
課（
☎
５
３
７・５
７
３
６
）

65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
介
護
保
険
料

の
納
付
方
法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
、国
民

健
康
保
険
や
職
場
の
医
療
保
険
と
一

緒
に
納
付
し
て
い
た
介
護
保
険
料

は
、65
歳
に
な
っ
た
月
か
ら
納
付
方

法
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

　
65
歳
に
な
っ
た
人
の
介
護
保
険
料

は
、納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。な
お
、次
年

度
以
降
は
原
則
と
し
て
年
金
天
引
き

と
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
介
護
保
険
料
を
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
　
長
寿
福
祉
課（
本
庁
舎
１
階
　
☎

５
３
７・５
７
４
１
）

子
育
て
支
援
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・５
７
９
３
）

◎ 

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
市
内
居
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母

ま
た
は
父
が
就
業
に
結
び
つ
く
資
格

を
取
得
す
る
場
合
に
、給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。

◆
種
類
　
①
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
…
雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付

の
受
給
資
格
を
有
し
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
の
母
ま
た
は
父（
過
去
に
給
付
金

の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人
）が
、就
業

に
結
び
つ
く
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
、対
象
と
な
る
教
育
訓
練
給
付
講
座

を
受
講
し
修
了
し
た
場
合
、経
費
の
20

％（
10
万
円
を
限
度
）を
支
給
し
ま
す
。

※
受
講
前
に
教
育
訓
練
講
座
の
指
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
…
ひ
と
り

親
家
庭
の
母
ま
た
は
父
が
、介
護
福
祉

士・
保
育
士・
看
護
師・
准
看
護
師・
理

学
療
法
士・作
業
療
法
士
の
資
格
取
得

を
目
的
に
、２
年
以
上
養
成
機
関
で
修

業
す
る
場
合
に
、一
定
の
受
講
期
間
の

生
活
費
を
支
給
し
ま
す
。　
●
高
等
技

能
訓
練
促
進
費（
修
業
期
間
中
の
生
活

費
を
助
成
）…
月
額
10
万
円
ま
た
は
７

万
５
０
０
円
　
●
入
学
支
援
修
了
一
時

金（
養
成
機
関
を
修
了
後
）…
５
万
円

ま
た
は
２
万
５
、０
０
０
円

※
支
給
額
は
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

※
事
前
の
相
談
が
必
要
で
す
。

◆
所
得
制
限
　
①
②
と
も
に
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
、ま
た

は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と

◎ 

児
童
扶
養
手
当（
ひ
と
り
親
家
庭
等

の
手
当
）の
現
況
届
は
お
早
め
に

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、毎
年
８
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。該
当
者
に
は
案
内
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
し
た
の
で
、記

載
さ
れ
た
会
場
で
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。指
定
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
場

合
は
、子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
1
階
）で

８
月
１
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
な
お
、届
け
出
が
な
い
場
合
は
手

当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
、届
け
出
の

な
い
ま
ま
２
年
を
経
過
す
る
と
、時

効
に
よ
り
受
給
権
を
失
い
ま
す
。

※
案
内
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
場

合
は
、子
育
て
支
援
課
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

◎ 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の
更
新

　
申
請
は
お
早
め
に

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
を
お
持

ち
の
人
は
、12
月
以
降
の
資
格
を
更
新

す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。該
当
す
る

人
に
は
更
新
申
請
書
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
の
で
、９
月
２
日
㈪
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、更
新
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、子
育
て

支
援
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
給
付
金
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

◆
対
象
　
次
の
①
②
の
人
で
、当
時
、

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、現

在
、障
害
基
礎
年
金
１
・
２
級
相
当
の

障
が
い
に
該
当
す
る
人
　
①
平
成
３

年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入

対
象
で
あ
っ
た
学
生
　
②
昭
和
61
年

３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対

象
で
あ
っ
た
被
用
者（
厚
生
年
金
、共

済
組
合
な
ど
の
加
入
者
）の
配
偶
者

◆
支
給
額
　

●
１
級
…
月
額
４
万
９
、５
０
０
円

●
２
級
…
月
額
３
万
９
、６
０
０
円

※
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年

金
、障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受
給
で

き
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
　
国
民
年
金
室（
☎
５
３
７・５
６
１
７
）

障
害
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
６
５
８
）

◎
障
害
者
医
療
証
を
郵
送
し
ま
し
た

　
７
月
末
に
、障
が
い
者
で
医
療
費
助

成
対
象
の
人
に
新
し
い
医
療
証
を
郵

送
し
ま
し
た
。た
だ
し
、受
給
資
格
が

認
定
さ
れ
た
人
の
み
で
、受
給
資
格
が

停
止
に
な
る
人
に
は
別
途
お
知
ら
せ

を
郵
送
し
ま
し
た
。な
お
、助
成
対
象

者
で
、ま
だ
医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い

人
は
、交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
対
象
　
心
身
障
が
い
者
…
●

１
級
、２
級
、３
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
の
所
持
者
　
●
Ａ
１
、Ａ
２
、Ｂ
１
、

Ｂ
２
の
療
育
手
帳
の
所
持
者
　
精
神

障
が
い
者
…
１
級
の
精
神
保
健
福
祉

手
帳
の
所
持
者
　
※
受
給
資
格
に

は
、所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
健
康
保
険

証
、身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
、印
鑑
、預
・
貯

金
通
帳（
本
人
ま
た
は
加
入
保
険
の

被
保
険
者
名
義
）

◎ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

　
所
得
状
況
届
は
お
早
め
に

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、所
得
状
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。８
月
12
日
㈪
か
ら
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。届
け
出
が
な
い

場
合
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
、

届
け
出
が
な
い
ま
ま
２
年
を
経
過
す

る
と
、時
効
に
よ
り
受
給
権
を
失
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
該
当
者
に
は
案
内
通
知
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、８
月
５
日
㈪
ま

で
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、障
害

福
祉
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
よ
る
廃
棄
物
の
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
を
公
費
負
担
し
ま
す

　
自
然
災
害
な
ど
に
よ
り「
全
壊
」「
半

壊
」「
床
上
浸
水
」の
被
害
を
受
け
、廃
棄

物
と
な
っ
た
家
電
４
品
目（
テ
レ
ビ
、冷

蔵
庫・冷
凍
庫
、エ
ア
コ
ン
、洗
濯
機・衣

類
乾
燥
機
）、パ
ソ
コ
ン
、二
輪
車
、50
㏄

バ
イ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
、被
災

者
に
代
わ
っ
て
市
が
負
担
し
ま
す
。

問
　
清
掃
業
務
課（
☎
５
６
８
・
５
７

６
３
）

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。（The City of Oita provides
useful information of daily living, disaster prevention, tourism and more about Oita City in English, Chinese,
and Korean on a website.） 大分市国際交流Webアドレス http://oita-kokusai.jp/ 問国際化推進室（☎537-5719）
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市職員を募集します〈選考試験概要〉 

臨時職員募集 保健所医師募集

※採用予定者数は変更に
　なることもあります。

試験職種 採　　用
予定者数 受験資格・条件など（次の全ての条件を満たす人）

事務職
(身体障がい者)

Ⅲ種
1人

①昭和58年４月２日から平成8年4月1日までに生まれた人　②身体障害者福祉法第15条に
定める身体障害者手帳の交付を受けている人　③自力による通勤ができ、かつ、介助者な
しに事務職として年間を通じて職務に従事できる健康な人　④大分県内に居住している人
（通学などのため一時的に県外に居住している人を含む）※点字による受験ができます。

土　木
（経験者）

Ⅰ種
3人

①昭和48年４月２日から昭和59年４月１日までに生まれた人　②一級土木施工管理技士
の免許を有する人　③建設会社（建設業法における建設業の許可を受けている会社）に土
木技術職として5年以上の勤務経験年数を有する人 （勤務経験年数は平成26年３月末で満
５年を満たす人）

建　築
（経験者）

Ⅰ種
2人

①昭和48年４月２日から昭和59年４月１日までに生まれた人　②一級建築士の免許を有す
る人　③建設会社（建設業法における建設業の許可を受けている会社）あるいは建築設計事
務所（建築士法における建築士事務所登録をしている事務所）に建築技術職として５年以上
の勤務経験年数を有する人（勤務経験年数は平成26年３月末で満５年を満たす人）

獣医師
（経験者）

Ⅰ種
1人 ①昭和48年４月２日以降に生まれた日　②獣医師の免許を有する人で、獣医師として３年

以上の勤務経験年数を有する人（勤務経験年数は平成26年３月末で満３年を満たす人）

人事課、消防局総務課、市役所本庁舎１階案内所、各支所、明野出張所、市東京事務所、県福岡事務所で８月１日㈭ から配布します。

郵送での
請求方法

返信用封筒(角形2号の封筒〈A4サイズの書類が入る封筒〉に140円切手を貼付し、送り先を明記
したもの）を同封し、送付封筒の表に「試験案内請求」と朱書きのうえ、８月８日㈭〈必着〉ま
でに人事課（〒870-8504　荷揚町２番31号）あてに請求してください。

８月24日㈯  採用説明会…９月７日㈯
市役所本庁舎８階　大会議室ほか   
８月１日㈭～９日㈮〈消印有効〉
人事課、各支所、明野出張所に備え付けの申込書（８月
１日㈭から市ホームページでダウンロードも可）に必要
事項を記入のうえ、住所、氏名を書いた郵便はがきを同
封し、直接または郵送で、人事課（本庁舎４階　〒870-
8504　荷揚町２番31号）へ。
※はがきは受付後に受験票として返信します。

公衆衛生分野で活躍したい人（医師）を
募集します。

８月１日㈭～30日㈮〈消印有効〉
次の全ての条件を満たす人
① 医師免許取得者で、臨床研修を修了

した人
② 日本国籍を有し、地方公務員法第16

条に定める欠格条項に該当しない人
１人
面接試験　※面接日は、後日連絡します。
給与、採用時期などは、面接時に説明
します。
勤務時間（午前８時30分～午後５時15
分）、休日休暇（土・日曜日、祝日、年
末年始、年次有給休暇など）
市販の履歴書（必要事項を記入し、写
真貼付のもの）と医師免許証の写しを、
直接または郵送で、人事課（本庁舎４階
〒870-8504　荷揚町２番31号）へ。

試 験 日

受付期間
応募資格

採用予定者数
試験内容
採用条件

勤務条件

申込方法

試験会場
受付期間
申込方法

※ 10月から26年３月末までの間、成績上位の人から順次採用します。採用期
間は１年以内です。

　採用予定者数および賃金日額などは、変更になることがあります。

８月１日㈭から市ホームページでも試験案内をご覧いただけます。ホームページからプリントア
ウトした申込書も利用できます。インターネット

試
験
案
内
・
申
込
書

８月１日㈭～12日㈪〈郵送の場合は8月12日㈪消印有効〉

人事課（本庁舎4階　〒870-8504　荷揚町２番31号）

1次試験日受付期間

受付場所 試験会場

８月25日㈰ 

市役所本庁舎８階　大会議室

募集職種 事務職

業務内容 正規職員の事務補助
（窓口受付業務・パソコン操作など）

応募資格・条件など パソコンの操作ができる人
賃金日額 6,840 円
試験内容 筆記試験、面接試験
採用予定者数 120 人程度　　

お問い合わせ　人事課　☎537-5604

10H25. ８. １



◆
場
所
　
大
分
城
址
公
園
　
特
設
テ
ン
ト

◆
対
象
　
自
社
で
開
発
し
た
工
業
製

品
や
技
術
な
ど
を
広
く
市
民
に
紹
介

し
よ
う
と
す
る
企
業

◆
申
込
み
・
問
　
商
工
労
政
課
に
備

え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、８
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭
に
直
接
、

同
課（
本
庁
舎
９
階
　
☎
５
３
７
・
５

６
２
５
）ヘ
。（
先
着
順
）

「
か
ら
だ
が
喜
ぶ
食
育
応
援
店
」

ロ
ゴ
マ
ー
ク

　「
か
ら
だ
が
喜
ぶ
食
育
応
援
店
」登

録
店
の
普
及
啓
発
の
た
め
に
使
用
す

る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通

勤・通
学
し
て
い
る
人

◆
応
募
条
件
　
複
数
応
募
可（
自
作

で
未
発
表
の
も
の
）※
応
募
作
品
に

関
す
る
一
切
の
権
利
は
大
分
市
に
帰

属
し
、一
部
を
変
更
し
て
使
用
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
賞
品
　
優
秀
賞
…
１
点（
図
書
券

２
万
円
分
）、佳
作
…
３
点（
図
書
券

５
、０
０
０
円
分
）

◆
応
募
期
限
　
８
月
30
日
㈮（
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
保
健
所
１
階
）、東
部
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
鶴
崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
１

階
）、西
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
稙
田

市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
１
階
）に
備
え

付
け
の
募
集
要
項
を
ご
覧
に
な
る

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
　
保
健
所
健
康
課（
☎
５
３
６・
２

５
１
６
）

市
営
住
宅
の
入
居
者

①
市
営
住
宅（
住
宅
課
受
付
分
）

地区

住
　
宅
　
名

募集
戸数

備
考

大　分
上
田
町
52

東
浜
62

東
浜
H6

羽
田
H6

田
ノ
浦
H5

下
郡
H6

庄
の
原
H7

中
の
瀬
H10

１1１1１１2１
単
身
可

単
身
可

単
身
可

鶴崎・坂ノ市・佐賀関
猪
野
H8

里
中
44
住
改

坂
ノ
市
H2

秋
ノ
江
第
２

馬
場

古
宮

１１2２1１
単
身
可

稙　田
下
芹
40
住
改

国
分
H3
・
H4
・
H5

大
園
52

大
園
63

１4２１
単
身
可

単
身
可

②
市
営
住
宅（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

〈
城
崎
町
一
丁
目
２
‐
３
　
☎
５
３

３・
１
６
７
４
〉受
付
分
）

地区

住
　
宅
　
名

募集
戸数

備
考

大　分
大
空
57

裏
川
53

東
明
野
H1

畑
中
H1

２１１３

鶴 崎
小
池
原
49
・
50

明
治
北
61

２1
単
身
可

稙　田
敷
戸
48
・
49
・
51
・
H23

敷
戸
H19
・
H23

寒
田
51

小
原
53

小
原
56

11８４１２
単
身
可

単
身
可

身
障
世
帯
向

◆
募
集
期
間
　
８
月
１
日
㈭
〜
７
日
㈬

◆
入
居
者
の
決
定
方
法
　
公
開
抽
せ

ん
　（
①
８
月
21
日
㈬
　
午
前
９
時

30
分
　
本
庁
舎
８
階
　
大
会
議
室 

②
８
月
20
日
㈫
　
午
前
９
時
30
分
　

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
　
研
修
室
）

※
募
集
案
内
を
必
ず
ご
覧
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
　
住
宅
課（
☎
５
３
７・５
９
７
７
）

県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

◆
応
募
規
格
　
① 

仕
上
げ
寸
法
72・

8
㌢
×
51・5
㌢（
B
2
判
）　
②
紙

質
、色
彩
は
自
由
　
③
裏
面
の
板
張

り（
パ
ネ
ル
仕
上
げ
）、表
面
の
セ
ロ

ハ
ン
カ
バ
ー
な
ど
は
不
可
　
④
2
枚

以
上
の
シ
リ
ー
ズ
は
不
可
　
⑤
合
作

は
1
作
品
に
つ
き
5
人
以
内

◆
対
象
　
小
学
生
以
上

◆
申
込
み・
問
　
作
品
を
、小
学
生
〜

大
学
生（
専
門
学
校
生
を
含
む
）は
各

学
校
へ
提
出
し
、一
般
の
人
は
直
接
ま

た
は
郵
送
で
、8
月
30
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
総
務
課（
本
庁
舎
3
階
　
☎
5
3

7・5
7
9
5
）へ
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者

◆
施
設
名
　
●
関
崎
海
星
館
　
●
情

報
学
習
セ
ン
タ
ー

◆
指
定
管
理
期
間
　

26
年
４
月
１
日

〜
29
年
３
月
31
日（
３
年
間
）

◆
募
集
要
項
の
配
布
期
間
　
８
月
１

日
㈭
〜
23
日
㈮（
土・日
曜
日
を
除
く
）

◆
応
募
資
格
　
法
人
、そ
の
他
の
団

体（
個
人
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
）

◆
申
込
み
・
問
　
生
涯
学
習
課
に
備

え
付
け
の
指
定
管
理
者
募
集
要
項

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）を
確
認
の
う
え
、直
接
ま
た

は
郵
送
で
、９
月
13
日
㈮
〜
27
日
㈮

（
必
着
）に
同
課（
第
２
庁
舎
４
階
　

☎
５
３
７
・
５
６
４
９
）へ
。

催
し

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
の
催
し

（
☎
５
３
８・５
０
０
０
）

◎
開
館
15
周
年
記
念「
Ｕ
‐
40
建
築
家
展

　
２
０
１
３
―
建
築
家
の
風
景
―
」

◆
日
時
　
８
月
６
日
㈫
〜
11
日
㈰
　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◎ 

建
築
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
カ
ラ
イ
ド

　
サ
イ
ク
ル（
多
面
体
）を
つ
く
ろ
う
！
」

◆
日
時
　
８
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
対
象
　
小
学
生（
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

◆
定
員
　
各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ

ん
）

◆
参
加
料
　
１
５
０
円

◆
申
込
み
・
問
　
電
話
で
、８
月
５
日

㈪
午
後
5
時
ま
で
に
同
プ
ラ
ザ
へ
。

特
別
支
援
教
育
講
演
会

◆
日
時
　
８
月
27
日
㈫
　
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

◆
場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
　
文
化

ホ
ー
ル

◆
内
容
　
演
題「
あ
り
の
ま
ま
の
子

育
て
〜
自
閉
症
の
息
子
と
と
も
に
理

解
と
支
援
の
輪
を
広
げ
て
」

◆
講
師
　
明
石 

洋
子
氏（
社
会
福
祉

法
人
あ
お
ぞ
ら
共
生
会
副
理
事
長
）・

明
石 

徹
之
氏

◆
対
象
　
市
内
幼
稚
園
、小
・
中
学
校

関
係
者
、市
特
別
支
援
連
携
協
議
会

関
係
者
、市
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
、市
民

問
　
教
育
指
導
課（
☎
５
３
７
・
５
６

４
８
）

お
お
い
た
新
規
就
農
・
就
業

相
談
会

◆
日
時
　
８
月
11
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

◆
場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
５
階
　

体
育
室

問
　
農
林
水
産
課
（
☎
５
３
７
・
５

６
２
８
）

な
つ
か
し
の
映
画
上
映
会

◆
月
日
　
8
月
17
日
㈯

◆
場
所
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
１
階

文
化
ホ
ー
ル

◆
上
映
時
間・
内
容
　
●
午
前
10
時
15

分
〜「
雪
国
」（
出
演
…
岸
恵
子
、池
部

良
、八
千
草
薫
）　
●
午
後
1
時
35
分

〜「
五
瓣
の
椿
」（
出
演
…
岩
下
志
麻
、

田
村
高
広
、伊
藤
雄
之
助
）　
●
午
後

4
時
30
分
〜「
五
番
町
夕
霧
楼
」（
出

演
…
佐
久
間
良
子
、河
原
崎
長
一
郎
、

木
暮
実
千
代
）　
●
午
後
7
時
15
分
〜

「
夜
の
河
」（
出
演
…
山
本
富
士
子
、上

原
謙
、川
崎
敬
三
）

◆
料
金
　
5
0
0
円（
4
本
観
覧
可
）

※
チ
ケ
ッ
ト
は
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
1

階
受
付
で
販
売

問
　
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル（
☎
5
3
8・

3
7
0
0
）

お盆期間中は道路工事を中止します
8月9日㈮午後10時～16日㈮午前9時までの間、国道、県道、市道の工事を中止します（緊急工事は除く）。　問  ●国管理国道…国土交
通省大分河川国道事務所（☎544-4167）  ●県管理国道・県道…県土木事務所（☎558-2141）  ●市道…土木管理課（☎537-5992）

市役所   本庁舎    第２庁舎   〒870-8504　荷揚町2番31号13 H25. ８. １

証
明
書
自
動
交
付
機
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
証
明
書
の
種
類
　
住
民
票
の
写

し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、戸
籍
証
明

◆
設
置
場
所
　
①
市
役
所
本
庁
舎

②
鶴
崎
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
　
③
稙

田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
　
④
明
野
出

張
所
　
⑤
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

◆
利
用
時
間
　
平
日
…
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
７
時
　
土
・
日
曜
日
・
祝
日

…
午
前
９
時
〜
午
後
７
時（
①
、⑤
は

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
）

※
年
末
年
始
は
休
止
し
ま
す
。

◆
登
録
方
法
　
住
基
カ
ー
ド
や
印
鑑

登
録
証
の
有
無
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
受
付
　
市
民
課（
本
庁
舎
１

階
）、各
支
所
、明
野
出
張
所

問
　
市
民
課（
☎
５
３
７・５
６
１
５
）

無
料
人
権
相
談
を
行
い
ま
す

◆
日
時
　
８
月
７
日
㈬
　
午
前
10
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時
　
※
毎

月
第
１
水
曜
日

◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
１
階 

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
ヒ
ュ
ー
レ
お

お
い
た
）

◆
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

◆
内
容
　
人
権
問
題
な
ど

問
　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
☎
５
７

６
・
７
５
９
３
）

ラ
イ
フ
パ
ル
が
一
時
移
転
し
ま
す

◆
移
転
期
間
　
９
月
３
日
㈫
〜
26
年

２
月
末（
予
定
）　
※
引
越
作
業
の
た

め
、８
月
31
日
㈯
〜
９
月
２
日
㈪
は

休
館
し
ま
す
。

◆
移
転
先
　（
旧
）市
産
業
活
性
化
プ

ラ
ザ（
荷
揚
町
４
‐
36
）

◆
そ
の
他
　
●
朝
市
・
演
奏
会
な
ど

は
お
休
み
し
ま
す
。　
●
社
会
福
祉

協
議
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

窓
口
は
廃
止
し
ま
す
。

問
　
ラ
イ
フ
パ
ル（
☎
５
７
３・３
７
７
０
）

8
月
1
日
㈭
か
ら「
お
お
い
た
広

域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」に
玖
珠
町
が

加
わ
り
ま
す

　
現
在
の
参
加
市
町（
大
分
市
・
別
府

市
・
中
津
市
・
佐
伯
市
・
臼
杵
市
・
津
久

見
市
・
竹
田
市
・
杵
築
市
・
宇
佐
市
・
豊

後
大
野
市
・
由
布
市
・
国
東
市
・
日
出

町
・
九
重
町
）に
新
た
に
玖
珠
町
が
加

わ
り
、県
内
15
市
町
の
窓
口
で
各
種

証
明
書
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

※
参
加
市
町
に
住
民
登
録
、本
籍
が

な
い
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
場
所
　
市
民
課
、鶴
崎
支
所
、

稙
田
支
所

◆
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時（
土
・
日
曜
日
、祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
）

◆
交
付
で
き
る
証
明
書
　
住
民
票
の

写
し
、現
在
の
全
部
・
個
人
事
項
証
明

（
戸
籍
謄
・
抄
本
）、現
在
の
戸
籍
の
附

票
、身
分
証
明
書
、印
鑑
登
録
証
明
書

◆
請
求
者
資
格
　
本
人
ま
た
は
同
一

世
帯
員（
同
一
戸
籍
の
人
）

※
身
分
証
明
書
、印
鑑
登
録
証
明
書

は
本
人
の
み
請
求
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
請
求
に
必
要
な
も
の
　
請
求
者
の

印
鑑
、窓
口
に
来
た
人
の
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、健
康

保
険
証
、旅
券
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、官
公
署
発
行
の
顔
写
真
入
り
身

分
証
明
書
な
ど
）、印
鑑
登
録
証
明
書

が
必
要
な
場
合
は
、各
市
町
で
発
行

し
て
い
る
印
鑑
登
録
証
な
ど

問
　
市
民
課（
☎
5
3
7・5
6
1
5
）

募
集

歴
史
資
料
館
の
募
集

（
☎
５
４
９・
０
８
８
０
）

◎
戦
争
関
係
資
料

　
後
世
に
伝
え
る
た
め
、戦
争
に
ま

つ
わ
る
資
料
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

戦
争
や
戦
時
下
の
状
況
を
伝
え
た
写

真
や
新
聞
・
チ
ラ
シ
、時
代
を
証
言
す

る
手
記
や
資
料
、遺
品
な
ど
を
お
持

ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎「
自
分
史
・
家
族
史
コ
ー
ナ
ー
」展
示
品

◆
内
容
　
手
記
や
日
記
、写
真
・
ア
ル

バ
ム
、家
宝
・
家
伝
品
な
ど
、自
分
史

や
家
族
史
を
物
語
る
資
料
で
、大
分

市
の
歴
史
に
も
関
わ
り
が
あ
る
も

の
。

☆
申
込
み
　
電
話
で
、８
月
１
日
㈭

〜
31
日
㈯
に
同
館
へ
。

「
自
転
車
が
似
合
う
ま
ち
お
お
い
た
」標
語

◆
テ
ー
マ
　「
自
転
車
が
似
合
う
ま

ち
　
お
お
い
た
」の
イ
メ
ー
ジ
、ま
た

は
自
転
車
に
関
す
る
も
の

◆
対
象
　
市
内
居
住
ま
た
は
市
内
の

学
校
に
通
う
小
・
中
学
生
、高
校
生
お

よ
び
市
民

◆
応
募
規
定
　
1
人
５
点
ま
で
と
し
、

自
作
で
未
発
表
の
も
の

◆
そ
の
他
　
入
賞
は
１
人
１
点
と
し
、

作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
　
都
市
交
通
対
策
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
、各
地
区
公
民

館
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
記
入
し
、個
別
も
し
く
は
各
学

校
で
取
り
ま
と
め
の
う
え
、直
接
ま

た
は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
で
、８
月
23
日

㈮（
必
着
）ま
で
に
同
課（
本
庁
舎
７

階
　
☎
５
３
７
・
５
６
９
０
　

５

３
６
・
７
７
１
９
）へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

◆
日
時
　
９
月
１
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
※
雨
天
中
止

◆
対
象
　
市
内
・
由
布
市
居
住
の
個

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ（
販
売
業
者
・
専

門
業
者
、高
校
生
以
下
の
み
の
参
加

は
不
可
）

◆
出
店
商
品
　
日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
使

用
可
能
な
物（
食
品
、動
植
物
、危
険

物
な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数
と
ス
ペ
ー
ス
　

50
店

（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）、３
㍍
×
３
㍍

程
度

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
往
復
は
が
き

に
代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、参
加
人
数
、出
店
内
容（
商

品
の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、８
月
16

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ（
〒
８
７
０
‐
１
２
０
５ 

大
字
福
宗
６
１
８
　
☎
５
８
８
・
１

４
１
０
）へ
。

大
分
市
工
業
展
出
展
企
業

◆
期
間
　

10
月
４
日
㈮
〜
14
日
㈪

みんなで守ろう駐輪マナー
◎ 自転車は車両です。道路や公園などの公共の

場所への放置はやめましょう。
◎ 決められた場所以外の駐輪は、歩行者や緊急

車両などの通行の妨げになります。
◎ 点字ブロックの上や周辺への駐輪は、視覚障

がい者の通行の妨げになります。
※ 自転車は駐輪場に駐輪してください。また、

公共の駐輪場では、長期間の駐輪はしないよ
うにしましょう。

　７日以上継続して駐
輪している場合は
条例に基づき撤去
することがありま
す。詳しくはお問い
合わせください。

問都市交通対策課（☎537-5690）

■交通安全スローガン
「いそぐほど きけんは近くに やってくる」
問生活安全推進室（☎537-5997）

８月は「食品衛生月間」です　　問保健所衛生課（☎536-2704）
夏場は食中毒が発生しやすい時期です。特に子どもや高齢者、抵抗力が弱って
いる人は、生肉や加熱が不十分な食肉などを食べないようにしましょう。

12H25. ８. １

自転車駐輪場



8月
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
４
階
　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ル
ー
ム
　
◆
定
員
　

20
人（
多
数

時
は
抽
せ
ん
）　
◆
申
込
み・
問
　
往

復
は
が
き
に
住
所
、氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、電
話
番
号
、志
望
動
機
を

記
入
し
、８
月
16
日
㈮（
必
着
）ま
で
に

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７

０
‐
０
８
３
９
　
金
池
南
一
丁
目
５

‐
１
　
☎
５
４
７・７
４
１
９
）へ
。

市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
採
用
試
験

◆
一
次
試
験
日
　
９
月
１
日
㈰
　
◆

場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
　
◆
募

集
内
容
　
総
合
職
２
人
　
◆
対
象
　

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
　
◆
申
込

み・
問
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
備

え
付
け
の
申
込
書（
同
協
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送

で
、８
月
５
日
㈪
〜
15
日
㈭（
消
印
有

効
）に
同
協
議
会（
〒
８
７
０
‐
０
８

３
９
　
金
池
南
一
丁
目
５
‐
１
　
☎

５
４
７・８
１
５
４
）へ
。

お
お
い
た
勤
労
者
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　
事
業
所
で
働
く
人
の
福
利
厚
生
の

た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。月
々

わ
ず
か
な
掛
金
で
慶
弔
給
付
、健
康
の

維
持
増
進
、自
己
啓
発
、余
暇
活
動
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　
◆
入
会
金
　
1
人
当
た
り

3
0
0
円
　
◆
月
会
費
　
1
人
当
た

り
8
0
0
円
　
◆
申
込
み・
問
　（
一

財
）お
お
い
た
勤
労
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
☎
5
4
8・5
5
0
0
）へ
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度
・

中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

◆
小
規
模
企
業
共
済
制
度
　
小
規
模

企
業
の
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
な

ど
の
役
員
が
事
業
を
廃
止
し
た
場
合

や
退
職
し
た
場
合
に
、共
済
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度

（
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
）　
取
引
先

の
倒
産
が
原
因
で
、不
測
の
事
態
に

直
面
し
た
中
小
企
業
に
迅
速
に
資
金

を
貸
し
出
す
制
度
で
す
。

問
　
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構（
☎
0

5
0・5
5
4
1・7
1
7
1
）

柿こ
け
ら
お
と
し

葺
落

日
本
舞
踊「
四
季
の
華
彩
り
」

◆
日
時
　
８
月
25
日
㈰
　
午
後
0
時

30
分
　
◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大

分
　
大
ホ
ー
ル
　
◆
入
場
料
　
４
、

０
０
０
円（
全
席
自
由
）　
◆
チ
ケ
ッ

ト
販
売
　
８
月
１
日
㈭
〜
　
※
売
り

切
れ
の
際
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

問
　
県
日
本
舞
踊
連
盟
事
務
局（
☎

５
４
３
・
１
７
４
７
）

盲
ろ
う
者
向
け

通
訳
・
介
助
員
養
成
講
座

◆
日
時
　
9
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
、26

年
2
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰
・
8
日
㈯
・

9
日
㈰
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
　

◆
場
所
　
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー 

◆
対
象
　
市
内
在
住
者
で
6
日
間
の

講
座
に
参
加
で
き
る
人
　
◆
定
員
　

30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）　
◆
申
込

み・問
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
で
、9
月
3
日
㈫
ま
で
に
県

聴
覚
障
害
者
協
会（
☎
５
５
１
・
２
１

５
２  

５
５
６
・
０
５
５
６  

info@
toyonokuni.jp

）へ
。

日
本
文
理
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

公
開
講
座「
オ
ン
ラ
イ
ン
画
像
編
集
」

◆
日
時
　
８
月
20
日
㈫・21
日
㈬
　
午

後
１
時
〜
４
時
　
◆
定
員
　
各
20
人

（
先
着
順
）　
◆
資
料
代
　
3
0
0
円 

◆
申
込
み・場
所・問
　
電
話
で
、８
月

１
日
㈭
か
ら
日
本
文
理
大
学
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー（
☎
５
２
４・２
７
２
１
）へ
。

イベントカレンダー
１
㈭

天の川と夏の大三角、土星を見よう!
時間/ 午後7時30分～10時

（雨天・曇天時などは映像による説明）
参加料/ 観覧料（大人400円、高
校生200円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館
☎574-0100

４
㈰

第9回市民いっせいごみ拾い
問市民協働推進課　☎537-7251

７
㈬

古国府浄水場一般公開 無料
時間/午前9時30分～午後3時
内容/浄水場見学、水質実験教室など
場所/古国府浄水場
問水道局経営管理課  ☎538-2404

10
㈯

 大分市民無料招待 
大分トリニータ対柏レイソル
時間/午後7時～
場所/大分銀行ドーム
受付/スタジアム西口・東口の大
分市民観戦ＤＡＹ受付テント（午
後4時～）※市民と分かるもの（運
転免許証、健康保険証など）持参
招待席/トリニータシート
問文化国際課　☎537-5663
夕空の月と金星、土星を見よう!
時間・参加料・場所・問は上記1日
と同じ
さがのせき朝市
時間/ 午前8時30分～10時（商品
がなくなり次第終了）
場所/県漁業協同組合佐賀関支店
周辺
問実行委員会　☎575-1000
漁師の浜市
時間/午前11時～（商品がなくな
り次第終了）
場所/佐賀関漁港汐見地区
問県漁業協同組合佐賀関支店
☎575-0511

11
㈰

ペルセウス座流星群を見よう!
時間・参加料・場所・問は上記1日
と同じ

12
㈪

スピカの食とペルセウス座流星
群を見よう!
時間・参加料・場所・問は上記1日
と同じ

13
㈫

土星と海王星を見よう!
期間/15日㈭まで
時間・参加料・場所・問は上記1日
と同じ

17
㈯

村田浩“talking＆blowing”
(入門者のためのジャズ講座)
時間/午後6時30分～
料金/全席自由2,500円(前売り
2,000円)※売り切れの際はご了承
ください。
場所・問平和市民公園能楽堂
☎551-5511

18
㈰

バサジィ大分対アグレミーナ浜松
時間/午後1時～
場所/県立総合体育館

１日～

都合によりお休みさせていただきます。
8月10日㈯  卸売市場「市民感謝デー」
問市公設地方卸売市場
☎533-3113

大分市の
面積と人口

【６月末日現在の住民基本台帳人口】

面　積 501.28㎢ 人　口 477,947人
男 229,723人 女 248,224人 世帯数 209,525世帯

善
意
の
泉（
敬
称
略
）

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ

▼
明
治
明
野
商
工
振
興
協
同
組
合
▼
日

本
ガ
ラ
ス
フ
ィ
ル
ム
工
事
業
協
会
九
州
・

沖
縄
支
部

社
会
福
祉
協
議
会
へ

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
　
▼
湯
浅
一
枝（
桜
ヶ
丘
）

▼
米
澤
幸
子（
西
大
道
）▼
河
村
文
子（
三

川
上
）▼
後
藤
建
夫（
萩
原
）▼
渡
辺
浩
二

（
中
の
瀬
団
地
）▼
狹
間
ヒ
デ
子（
上
野

丘
）▼
鈴
木
英
弘（
勢
家
町
）▼
工
藤
良
公

（
二
又
町
）▼
山
本
徹（
城
崎
町
）▼
河
野

保
志（
上
野
丘
）

鶴
崎
地
区
　
▼
井
上
一
惠（
皆
春
）▼
池

辺
生
子（
小
池
原
）▼
山
村
昭
司（
横
尾
）

▼
牧
和
義（
北
鶴
崎
）▼
藍
澤
国
幸（
常

行
）▼
長
尾
恒
利（
松
岡
）

大
在
地
区
　
▼
古
野
俊
夫（
曙
台
）▼
畔

津
エ
ミ（
政
所
）▼
保
和
明（
角
子
原
）

▼
木
下
浩
二（
大
在
北
）▼
池
辺
初
夫（
政

所
）▼
宮
澤
英
夫（
横
田
）

坂
ノ
市
地
区
　
▼
釘
宮
正（
丹
生
）▼
森

口
典
子（
丹
生
）▼
小
野
久
勝（
久
原
南
）

▼
河
野
福
代（
坂
ノ
市
南
）▼
白
石
美
咲

（
坂
ノ
市
南
）▼
指
原
定
子（
丹
川
）

大
南
地
区
　
▼
平
岡
明
子（
中
判
田
）

▼
岡
部
一
六（
吉
野
原
）

稙
田
地
区
　
▼
荒
木
優
介（
上
宗
方
）

▼
麻
生
孝（
緑
が
丘
）▼
平
野
彰
生（
光
吉

新
町
）

佐
賀
関
地
区
　
▼
村
上
照
夫（
志
生
木
）

野
津
原
地
区
　
▼
佐
藤

雄（
野
津
原
）

▼
丸
小
野
利
信（
荷
尾
杵
）▼
丸
小
野
慶

（
下
原
）

市
外
　
▼
高
倉
龍
三（
鴻
巣
市
）

以
上
６
月
20
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
2
庁
舎
2
階
福
祉
保
健
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤
十
字
社

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

15 H25. ８. １

き（
1
教
室
に
つ
き
１
人
１
枚
）に

住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、教
室
名
を

記
入
し
、８
月
20
日
㈫（
必
着
）ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー（
〒
８
７
０
‐
０
８

５
１
　
大
石
町
一
丁
目
３
組
）へ
。

ト
ッ
プ
に
学
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
講
座

◆
日
時
　
８
月
24
日
㈯
　
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
２
階 

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

◆
内
容
　
フ
ッ
ト
サ
ル
不
毛
の
時
代

か
ら
現
在
ま
で

◆
講
師
　
甲
斐
　
修
侍
氏

◆
定
員
　
１
0
0
人（
先
着
順
）

◆
受
講
料
　
無
料（
た
だ
し
、交
流
会

参
加
者
は
5
0
0
円
）

◆
申
込
み
・
問
　
産
業
振
興
課（
本
庁

舎
9
階
）ま
た
は
産
業
活
性
化
プ
ラ

ザ（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
内
）に
備
え

付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、８
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

に
同
プ
ラ
ザ（
☎
5
7
6・8
8
7
9 

５
4
4
・
3
0
1
1

　

plaza-
event@

horutohall.jp

）へ
。

初
心
者
の
た
め
の
能
楽
講
座

◆
日
時
　
８
月
20
日
㈫
　
午
後
６
時
30
分

◆
講
師
　
武
田
　
文
志
氏

◆
定
員
　
１
０
０
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
８
月
１
日
㈭
〜
19
日
㈪
に
平
和
市

民
公
園
能
楽
堂（
☎
５
５
１・
５
５
１

１
　

５
５
１・５
５
１
２
）へ
。

聞
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

◆
日
時
　
８
月
22
日
㈭
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分
　
◆
内
容
　

聴
覚
障
が
い
児
の
教
育
に
関
す
る
情

報
、就
学
、転
学
に
関
す
る
相
談
な
ど 

◆
対
象
　
聞
こ
え
や
言
葉
の
発
達
が

気
に
な
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
お
よ

び
保
護
者
ま
た
は
関
係
者
　
◆
申
込

み・
場
所・
問
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、８
月
９
日
㈮
ま
で
に
県
立
聾ろ
う

学

校（
東
大
道 

☎
５
４
３・２
０
４
７
　

５
４
６
・
２
１
１
１
）へ
。

赤
十
字
子
育
て

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

◆
日
時
　
８
月
21
日
㈬
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
　
◆
対
象
　
子
育

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た

い
と
考
え
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
　

◆
定
員
　

20
人（
先
着
順
）　
◆
申
込

み
・
場
所
・
問
　
は
が
き
ま
た
は
電

話
、フ
ァ
ク
ス
で
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
８
月
16
日
㈮
ま
で
に
日
本
赤

十
字
社
県
支
部
事
業
推
進
課（
〒
８

７
０
‐
０
０
３
３
　
千
代
町
二
丁
目

３
‐
31
　
☎
５
３
４
・
２
２
３
６ 

５
３
３
・
６
７
９
５
）へ
。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

◆
日
時
　
９
月
〜
26
年
１
月
の
毎
月

第
２・４
水
曜
日（
全
10
回
）　
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
　
◆
場
所
　
ホ

講
座・教
室・講
習
会

リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

◆
日
時
　
８
月
16
日
㈮
・
23
日
㈮
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
内
容
　
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の
ベ
ス
ト

を
作
成（
材
料
と
裁
縫
道
具
は
各
自

持
参
）

◆
定
員
　
各
10
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
電
話
で
、８
月

１
日
㈭
〜
９
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
ラ

イ
フ
パ
ル（
☎
５
７
３・３
７
７
０
）へ
。

粘
土
は
に
わ
作
り
体
験
講
座

◆
日
時
　
８
月
17
日
㈯
　
午
前
９
時

30
分
〜
、午
後
２
時
〜
　

◆
定
員
　
各
70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料
　
２
２
０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
電
話
で
、８

月
５
日
㈪
か
ら
歴
史
資
料
館（
☎
５

４
９
・
０
８
８
０
）へ
。

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

①
プ
レ
マ
マ・プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

◆
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

◆
内
容
　
新
生
児
の
育
児
講
座
、妊

婦
体
験
、沐も

く

浴よ
く

実
習
な
ど

◆
対
象
　
初
妊
婦
と
そ
の
夫

◆
定
員
　

12
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

②
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

◆
時
間
　
午
後
１
時
15
分
〜
４
時

◆
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

◆
対
象
　
生
後
３
〜
５
か
月
児
と
そ

の
父
母

◆
定
員
　

17
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス

タ
オ
ル
、45
㍑
ビ
ニ
ー
ル
袋

☆
月
日
　
８
月
17
日
㈯

☆
場
所
　
大
分
南
部
公
民
館

☆
①
・
②
の
教
室
参
加
者
の
交
流
会

も
行
い
ま
す
。

☆
申
込
み
　
電
話
で
、８
月
５
日
㈪

〜
14
日
㈬
に
県
助
産
師
会（
☎
５
３

４
・
０
７
５
３
）へ
。

問
　
子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７
・

５
６
７
５
）

海
部
古
墳
資
料
館

こ
ど
も
企
画
第
２
弾「
は
に
わ
作
り
」

◆
日
時
　
8
月
25
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午

◆
対
象
　
小
学
生
以
上（
低
学
年
は

保
護
者
同
伴
）

◆
定
員
　

30
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料
　
２
２
０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
電
話
で
、8

月
4
日
㈰
〜
24
日
㈯
に
同
館（
☎
5

2
4
・
2
3
0
0
）へ
。

魚
料
理
教
室
〜
イ
カ
づ
く
し
〜

◆
日
時
　
８
月
25
日
㈰
　
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

◆
対
象
　
団
体
、グ
ル
ー
プ（
個
人
も
可
）

◆
定
員
　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料
　
１
人
１
、０
０
０
円（
材

料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
往
復
は
が
き

に
団
体
名
、参
加
人
数
、代
表
者
の
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、８

月
9
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
公
設
地
方

卸
売
市
場
管
理
事
務
所（
〒
８
７
０

‐
０
０
１
８
　
豊
海
三
丁
目
２
‐
１ 

☎
５
３
３
・
３
１
１
３
）へ
。

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
種
教
室

（
☎
５
４
５・８
６
１
６
）

①
上
手
に
撮
ろ
う
デ
ジ
カ
メ
写
真

◆
日
時
　
９
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭
　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
内
容
　
写
真
の
撮
り
方
や
取
り
込

み
ま
で
を
学
習
　

◆
対
象
　
初
心
者・経
験
の
少
な
い
人

②
検
索
サ
イ
ト
を
活
用
し
よ
う

◆
日
時
　
９
月
26
日
㈭
　
午
前
10
時

〜
正
午

◆
内
容
　
検
索
サ
イ
ト
の
便
利
な
機

能
や
安
全
な
利
用
方
法
を
学
習

◆
対
象
　
文
字
入
力
が
で
き
る
人

③
動
画
を
配
信
し
て
み
よ
う

◆
日
時
　
９
月
27
日
㈮
、10
月
４
日

㈮
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
と
ビ
デ
オ
カ
メ

ラ
を
使
っ
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

動
画
を
配
信
す
る
基
礎
を
学
習

◆
対
象
　
Ｓ
N
S
の
経
験
の
あ
る
人

④
オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
Ｃ
Ｄ
を
作
ろ
う

◆
日
時
　
９
月
28
日
㈯
　
午
後
２
時

〜
４
時

◆
内
容
　
音
楽
を
取
り
込
み
Ｃ
Ｄ
に

書
き
込
む
方
法
を
学
習
　

◆
対
象
　
文
字
入
力
が
で
き
る
人

☆
定
員
　
①
は
25
人
、②
・
④
は
30

人
、③
は
20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

☆
受
講
料
　
①
・
③
は
６
０
０
円
、

②
は
３
０
０
円
、④
は
３
５
０
円

☆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
往
復
は
が

公益通報に関する相談　公益通報者保護法により、労働者が事業所
内部の法令違反行為を権限を有する機関に通報した場合、解雇などの不利
益な取扱いから保護されます。 相談窓口・問商工労政課(☎537-5964)

8月は「北方領土返還運動全国強調月間」です
北方領土問題に対する国民の関心と理解を深め、すそ野の広い国民運
動が展開されるよう、設けられました。 問総務課（☎537-5602）
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高崎山キャラクター

活躍中
　高崎山の「たか」とモンキーの「もん」を組み合わ
せて名付けられた、高崎山のキャラクター「たかもん」。
　高崎山の宣伝部長として多くの商品やグッズ、チラ
シなどに登場し、大分市の PR に活躍中です。この「た
かもん」のデザイン（イラストおよびロゴ）は無料で
使用できます。「たかもん」が温泉に入るバージョンや
大分の名産を手にするバージョンなど約30種類。
　表情豊かな「たかもん」で、大分を盛り上げましょう。

観光課、高崎山自然動物園に備え付けの使用
許可申請書 (市ホームページ、高崎山自然動物
園ホームページでダウンロードも可 )に、必要
書類を添えて直接、観光課 (本庁舎8階 )へ。

※「たかもん」のデザインを使用
した商品は、高崎山おさる館など
で販売中です。

申込み

537-7043お問い合わせ　観光課　☎

市
報
お
お
い
た
　
８
月
１
日
号
（
毎
月
１
日
・
15
日
発
行
）

企
画
・
発
行
　
大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課

〒
８
７
０
―
８
５
０
４
　
荷
揚
町
２
番
31
号

【
代
表
】☎
５
３
４
・
６
１
１
１

【
夜
間・休
日
】☎
５
３
４
・
６
１
１
９

市
報
お
お
い
た
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.city.oita.oita.jp/

■
携
帯
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w
.i-oita.net/oitatop.cgi

この市報は
再生紙を使用
しています。

JR大分駅南側には、ライトアップで灯篭のように浮かび上がる「100年の樹」に、街灯や駅の照明など
の光が加わり、まるで絵画のような幻想的な世界が広がっていました。緑豊かな「シンボルロード」や
「ホルトホール大分」が並ぶ一帯を人々が行き交う景色を眺めていると、新たな市民の憩いの場、交流
の場の誕生を実感します。

毎週土曜日 OBS大分放送
午後５時15分～5時30分

※ 都合により、番組内容は変
更になることがあります。

※放送時間帯は各局の番組案内をご覧ください。

８月10日㈯
市政トピックス

大分市美術館特別展
草間彌生  永遠の永遠の永遠

大分市内のケーブルテレビ局でも
放送しています。

OCT大分ケーブルテレコム
日・月・火・水

OCN大分ケーブルネットワーク
日・月・火・水

STV佐賀関テレビ
火・水・木

８月３日㈯

番組案内

大分市テレビ広報

松尾 泰宏さん（下郡）

第 3 回

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
見
つ
け
て

　
市
で
は
、大
分
の
未
来
を
担
う
中
学

生
が
将
来
、自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見

つ
け
る
た
め
、働
く
若
い
人
が
仕
事
の

大
切
さ
を
伝
え
る「
ヤ
ン
グ
キ
ャ
リ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」講
演
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。今
回
、講
師
を
務
め
た
の
は

市
内
の
障
が
い
者
支
援
施
設
で
働
く

松
尾
泰
宏
さ
ん
。

　
松
尾
さ
ん
が
障
が
い
者
の
支
援
員

と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

父
親
の
病
気
に
よ
る
介
護
が
き
っ
か

け
。も
と
も
と
人
と
接
す
る
こ
と
が

好
き
で
、人
の
支
え
に
な
る
仕
事
を

し
た
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
仕
事
の
内
容
は
、障
が
い
者
の
日

常
生
活
の
援
助
や
自
立
訓
練
を
行
う

こ
と
。「『
情
熱
』と『
愛
情
』を
も
っ

て
接
す
る
こ
と
で
、相
手
も
心
を
開

い
て
く
れ
る
」と
仕
事
に
対
す
る
真

剣
な
姿
勢
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
一
番
の
や
り
が
い
は
、利
用

者
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
」と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
講
演
に
耳
を
傾
け
る
中
学
生
は

「
仕
事
は
大
変
だ
け
ど
、や
り
が
い
を

見
つ
け
た
い
」「
人
の
た
め
に
な
る
仕

事
を
し
た
い
」と
そ
れ
ぞ
れ
に
将
来

の
姿
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

　
松
尾
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
将
来
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
を
し
て
い
く

中
学
生
た
ち
に「
出
会
え
た
人
を
大

切
に
。社
会
で
困
難
な
壁
に
直
面
し

た
と
き
、支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
」と

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。

表紙の
言葉

大分市は25年３月10日に新市制施行50周年
を迎えました。これから次の50年先、100年
先の新しい大分のまちを創造するスタートの
年。夢と希望にあふれた、未来の大分を築いて
いく若い人をシリーズで紹介します。

ヤングキャリアアドバイザーを務める


